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今日から、立候補受付
・会長 １名（２年）
・副会長 ２名（２年、１年各１名）
・書記長 １名（１年）
・執行委員 ７名（学年は問わない）

風紀 １名 文化 １名
美化 １名 体育 １名
図書 １名 保健 １名
放送 １名

自治（じち）活動
自分たちのことを自分たちで決めて行うこと

自治体・地方公共団体＝
○○市、○○県の議員・首長選挙

学校の自治＝生徒会選挙 １
１
／
１
７
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年代別投票率は、平成24年12月に行われた衆議
院議員総選挙では、20歳代が37．89％、30歳代が
50．10％､ 全体でも59.32％

いずれの選挙でも他の年代と比べて、低い水準に
とどまっています。

ノルウェー 18歳
ロシア 18歳

ドイツ 18歳 カナダ 18歳
韓国 19歳 米国 18歳

日本 20歳

オーストラリア 16歳 ブラジル 16歳

現在、２０歳以上である投票権を「１８歳以上」への引き下
げに向けた動きが出ています。

少子高齢化が進み、将来を担う世代の給付や負担が政
治の大きな課題となる中、若い世代の政治参加を定着さ
せる意味。

おはようございます。今日から１２月になりました。今年も最後の月ですね。明日から寒さも厳しくな
るようですので、体調管理をしっかりしましょう。

さて、これは今日から始まる生徒会役員立候補者の受付の告示です。会長さん始め１０名の役員
が必要です。１・２年生は、担任の先生などから色々なお話を聞いていると思いますが、生徒会で頑
張ろうという人はいませんか？経験は、数字には表れませんが、これから先、社会に出たらきっと役
に立つと思います。

ところで、世の中は、自治活動と言って自分達のことを自分達で決めて行うシステムになっていま
す。一人ひとりが好きなことを言っては時間がかかりますので、代表を決めるために選挙をするので
す。身近なところでは、自治体といって尼崎市や兵庫県の議員や市長・知事の選挙です。尼崎の事、
兵庫県のことをどうしていくかを決める代表の選挙ですね。

学校で言えば､生徒会の選挙となるのです。先日、尼崎市長の選挙がありました。稲村さんが通っ
たのですが、投票率を見て下さい。２６％ないですね。まあ、ひと言で言えば関心がなかったのかも
知れませんが、低すぎますね。尼崎市の２０歳以上のモラルというか意識は問題ですね。国のことを
決めるのは､今まさに衆議院の選挙が始まりますね。ここでも、投票率を調べてみると､年代別に見
ると２０歳代が３８％，３０歳代が５０％と決して高くありません。このような現状ですが現在、日本でも
選挙権が１８歳以上へ引き下げる話が出ています。１８歳というと中３はあと３年ですよ。大丈夫です
かね？しっかりした人選べますか？

何故、１８歳からかというとこれを見ても解るように世界の国で２０歳という国は少ないのです。ヨー
ロッパやアメリカでは１８歳、ブラジルやオーストラリアは１６歳ですね。それと、少子高齢化で税金を
どうするか？という政治の大きな課題があります。

生徒会選挙は学校ですから全員投票しますが、大人になると行くか行かないかは自分で決められ
ます。実際は、先程言ったように２０歳代の投票率が段々低くなっています。義務ではないのですが､
選挙に行くというのは権利なんです。権利を放棄していて、決まってから反対や拒否等するのは難し
いのです。そう言う意味で学校の生徒会選挙は、選挙権を得た時の練習も兼ねています。今日から
の立候補受付期間も含めて、来年度の小田北中学校のことを考えて１２日の投票日を迎えて、欲し
いと思います。これでお話を終わります。


